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学校関係者評価
記入欄

評

価
４　年間１０回以上の企画実施や行事への参加 学校評価アンケート「地域連携」肯定的評価80％以上

３　年間８回以上の企画実施や行事への参加 学校評価アンケート「地域連携」肯定的評価70％以上

２　年間６回以上の企画実施や行事への参加 学校評価アンケート「地域連携」肯定的評価60％以上

１　年間６回未満の企画実施や行事への参加 学校評価アンケート「地域連携」肯定的評価60％未満

４　８０％以上の教育活動で意識して活用 学校評価アンケート「外部人材の活用」肯定的評価80％以上

３　７０％以上の教育活動で意識して活用 学校評価アンケート「外部人材の活用」肯定的評価70％以上

２　６０％以上の教育活動で意識して活用 学校評価アンケート「外部人材の活用」肯定的評価60％以上

１　意識して活用した教育活動が６０％未満 学校評価アンケート「外部人材の活用」肯定的評価60％未満

４　週4回以上の更新 学校評価アンケート「情報発信」肯定的評価90％以上

３　週３回以上の更新 学校評価アンケート「情報発信」肯定的評価80％以上

２　週２回以上の更新 学校評価アンケート「情報発信」肯定的評価70％以上

１　週１回以上の更新 学校評価アンケート「情報発信」肯定的評価70％未満

４　９０％以上の学級で意識して公開 学校評価アンケート「教育活動の公開」肯定的評価90％以上

３　８０％以上の学級で意識して公開 学校評価アンケート「教育活動の公開」肯定的評価80％以上

２　７０％以上の学級で意識して公開 学校評価アンケート「教育活動の公開」肯定的評価70％以上

１　意識して公開した学級が７０％未満 学校評価アンケート「教育活動の公開」肯定的評価70％未満

４　定時退勤強化日を月に３日以上設定（年間３６日以上） A　設定した定時退勤強化日の達成割合が８０％以上

３　定時退勤強化日を月に２日以上設定（年間２４日以上） B　設定した定時退勤強化日の達成割合が７０％以上

２　定時退勤強化日を月に１日以上設定（年間１２日以上） C　設定した定時退勤強化日の達成割合が６０％以上

１　定時退勤強化日の設定なし D　設定した定時退勤強化日の達成割合が６０％未満

４　ライフワークバランスが図れたと捉えた教員の割合が８０％以上 A　1人当たりの月平均時間外在校等時間30時間以下の割合　８０%以上

３　ライフワークバランスが図れたと捉えた教員の割合が７０％以上 B　1人当たりの月平均時間外在校等時間30時間以下の割合　７０%以上

２　ライフワークバランスが図れたと捉えた教員の割合が６０％以上 C　1人当たりの月平均時間外在校等時間30時間以下の割合　６０%以上

１　ライフワークバランスが図れたと捉えた教員の割合が６０％未満 D　1人当たりの月平均時間外在校等時間30時間以下の割合　６０%未満

４　９０％以上の授業で意識して指導 生徒授業評価　肯定的評価90％以上

３　８０％以上の授業で意識して指導 生徒授業評価　肯定的評価80％以上

２　７０％以上の授業で意識して指導 生徒授業評価　肯定的評価70％以上

１　７０％未満の授業で意識して指導 生徒授業評価　肯定的評価70％未満

４　９０％以上の授業で意識して指導 生徒授業評価　肯定的評価90％以上

３　８０％以上の授業で意識して指導 生徒授業評価　肯定的評価80％以上

２　７０％以上の授業で意識して指導 生徒授業評価　肯定的評価70％以上

１　７０％未満の授業で意識して指導 生徒授業評価　肯定的評価70％未満

４　９０％以上の授業で意識して指導 生徒授業評価　肯定的評価90％以上

３　８０％以上の授業で意識して指導 生徒授業評価　肯定的評価80％以上

２　７０％以上の授業で意識して指導 生徒授業評価　肯定的評価70％以上

１　７０％未満の授業で意識して指導 生徒授業評価　肯定的評価70％未満

４　９０％以上の授業で意識して指導 教員アンケート「授業改革」肯定的評価90％以上

３　８０％以上の授業で意識して指導 教員アンケート「授業改革」肯定的評価80％以上

２　７０％以上の授業で意識して指導 教員アンケート「授業改革」肯定的評価70％以上

１　７０％未満の授業で意識して指導 教員アンケート「授業改革」肯定的評価70％未満

４　全ての活動・場面において意識して指導 学校評価アンケート「人権教育・生徒理解」等肯定的評価90％以上

３　９０％以上の場面で意識して指導 学校評価アンケート「人権教育・生徒理解」等肯定的評価80％以上

２　８０％以上の場面で意識して指導 学校評価アンケート「人権教育・生徒理解」等肯定的評価70％以上

１　８０％未満の場面で意識して指導 学校評価アンケート「人権教育・生徒理解」等肯定的評価70％未満

４　全ての活動・場面において意識して指導 保護者アンケートにおいて肯定的評価90％以上

３　９０％以上の場面で意識して指導 保護者アンケートにおいて肯定的評価80％以上

２　８０％以上の場面で意識して指導 保護者アンケートにおいて肯定的評価70％以上

１　８０％未満の場面で意識して指導 保護者アンケートにおいて肯定的評価70％未満

４　全ての活動・場面において意識して指導 生徒の自己評価による満足度評価90％以上

３　９０％以上の活動・場面で意識して指導 生徒の自己評価による満足度評価80％以上

２　８０％以上の活動・場面で意識して指導 生徒の自己評価による満足度評価70％以上

１　８０％未満の活動・場面で意識して指導 生徒の自己評価による満足度評価70％未満

４　９０％以上の授業で意識して指導 教員アンケート「道徳教育」肯定的評価評価90％以上

３　８０％以上の授業で意識して指導 教員アンケート「道徳教育」肯定的評価評価80％以上

２　７０％以上の授業で意識して指導 教員アンケート「道徳教育」肯定的評価評価70％以上

１　７０％未満の授業で意識して指導 教員アンケート「道徳教育」肯定的評価評価70％未満

４　全ての活動・場面において意識して指導 保護者アンケートにおいて肯定的評価90％以上

３　９０％以上の活動・場面で意識して指導 保護者アンケートにおいて肯定的評価80％以上

２　８０％以上の活動・場面で意識して指導 保護者アンケートにおいて肯定的評価70％以上

１　８０％未満の活動・場面で意識して指導 保護者アンケートにおいて肯定的評価70％未満

４　９０％以上の場面で意識して指導 教員の自己評価肯定的評価90％以上

３　８０％以上の場面で意識して指導 教員の自己評価肯定的評価80％以上

２　７０％以上の場面で意識して指導 教員の自己評価肯定的評価70％以上

１　７０％未満の場面で意識して指導 教員の自己評価肯定的評価70％未満

４　年間指導計画に設定した安全指導・避難訓練の９０％以上で実施 教員の自己評価肯定的評価90％以上

３　年間指導計画に設定した安全指導・避難訓練の８０％以上で実施 教員の自己評価肯定的評価80％以上

２　年間指導計画に設定した安全指導・避難訓練の７０％以上で実施 教員の自己評価肯定的評価70％以上

１　年間指導計画に設定した安全指導・避難訓練の７０％未満で実施 教員の自己評価肯定的評価70％未満

４　学期に2回以上実施 教員の自己評価肯定的評価90％以上

３　学期に１回実施 教員の自己評価肯定的評価80％以上

２　年間に２回実施 教員の自己評価肯定的評価70％以上

１　年間に１回実施 教員の自己評価肯定的評価70％未満

４　全ての活動場面において意識して指導 生徒の自己評価肯定的評価90％以上

３　９０％以上の活動場面で意識して指導 生徒の自己評価肯定的評価80％以上

２　８０％以上の活動場面で意識して指導 生徒の自己評価肯定的評価70％以上

１　８０％未満の活動場面で意識して指導 生徒の自己評価肯定的評価70％未満

取組指標の評価基準（結果数値からABCD評価へ）
取組指標平均　３．５以上　　　　　　　⇒　評価A
取組指標平均　３以上３．５未満　　　⇒　評価B
取組指標平均　２以上３未満　　　　　⇒　評価C
取組指標平均　２未満　　　　　　　　　⇒　評価D

「歌響く鶴川二中」の実現
歌唱を通して自己表現を
行わせる。

個々の状況に応じた適切な支援を校内委員
会を中心に組織的に進めていくことで、安心し
て学校生活が送れるようにする。

A⇒　取組・成果ともに十分評価できる
学校関係者評価の評価基準例

令和8年3月31日

学校教育を通して、より
良い社会を創造するとい
う理念を地域と共有す
る。

地域と連携した活動の企画実施や、地域行事
への積極的な参加から、地域の一員としての
自覚と行動力を養う。

豊
か
な
心
の
涵
養

主体的な活動により、規範意識と自他の尊重
の大切さを実践を通して学ばせるとともに、自
己肯定感や自己有用感を高めるための指導
を行う。

教育活動に外部人材（ボランティア・ゲスト
ティーチャー）を積極的に活用し、活動状況を
周知する。

学校教育目標
　　　　　　　　　　　〇自ら学び、創造性のある生徒　　　　　〇豊かな心をもち、思いやりのある生徒　　　　　〇心身ともに健康で、忍耐力のある生徒

○目指す学校像・・・・・・・・生徒の夢を叶え、夢中になれる学校
○目指す児童・生徒像・・・高い人権感覚をもち、自他を尊重し、お互いを思いやり協力し合う生徒
○目指す教師像・・・・・・・高い人権感覚をもち、生徒理解に努め、生徒一人一人を大切にし粘り強く学習指導や生活指導を実践する教師

積極的な情報発信と公
開により、教育活動の共
有を図り理解を深める。

重点目標の成果と課題

社

会

に

開

か

れ

た

教

育
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現

学校経営の重点　　　　〇主体的・対話的で深い学びの実現～学び続ける力の育成
　　　　　　　　　　　　　　　〇生徒理解に基づく指導の徹底～高い人権感覚、いじめ等問題行動への適切な対応、豊かな心情の醸成

教育活動に対する理解促進と、共に子どもた
ちを育てていくことに向け、地域・保護者へ積
極的に公開する。その内容の充実を図る。

確
か
な
学
力
の
育
成

２０２６年度　町田市立鶴川第二中学校　学校経営計画・学校評価報告書（自己評価・学校関係者評価）

主体的に学びに向かう
態度の育成
・主体的・対話的で深い
学びを実現し、学び続け
る力の育成を図る。
・思考力、判断力、表現
力の伸長を図る。

授業改革を進め「分か
る・できる・楽しい授業」
を実現する。
～確かな学力の習得

子どもが主体的に学び、教
師が導く授業改革を進め、
主体的・対話的で深い学び
を実現することで、基礎的・
基本的な知識及び技能の
確実な習得と思考力、判断
力、表現力等とともに学び
続ける力の育成を図る。

ICT及び学習ソフトの効果的な活用により、生
徒の主体的に学ぶ態度の育成を進め、、基礎
基本の定着と学力向上を図る。

「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体
化した指導を展開し、主体的で対話的な学習
活動の充実を図り、思考力・判断力・表現力を
伸長させる。

課題発見・探究・表現の活動を通して、主体的
に学びに向かう意欲を高める。

授業改革を進め、学習内容の理解を深めると
ともに、「学び続ける力」の育成を図る。

多様性を尊重し、自分と共
に他者を大切にする意識・
意欲・態度を育てる。

一人一人の個性を重視
した生徒指導を実践し、
それぞれの目標に生徒
を導く。

いじめ撲滅に向けた指導の徹底と、未然防
止・早期発見・早期対応を実現する。個々の
案件への迅速かつ適切に対応する。

保護者との連携を密にし、信頼関係をより確
かなものとする。対応は迅速かつ丁寧に行
う。

　　　　　　　　　　　　※　学校独自に設定する場合は、枠内を修正明記してください。

B⇒　取組・成果ともに評価できるが、さらに改善したい

　成果指標評価基準

そ
の
他

歌唱を通して感情を表現するとともに、自己肯
定感を高めるための指導を行う。

保健指導や食育指導の充実を目指し、生徒・
保護者への意識啓発を行う。

危機的状況に対する理
解と対応、適切な援助希
求活動の実現を目指す。

自助・共助を意識させるような避難訓練を計
画的に実施する。命を守るための実践力を養
う指導内容を検討し進める。

危機管理体制の見直しを行い、安心・安全な
教育環境をさらに整える。

規範意識を高め、他者と
協働する姿勢の伸長を
図る。 「考え議論する道徳」授業の内容を充実させ、

豊かな心を育み、道徳実践力の向上を図る。

健
や
か
な
体
の
育
成

C⇒　目標達成には至らないため、次年度の改善が必要
D⇒　重要な課題であるため、次年度、重点的に改善

※　学校からの十分な説明をもとに、学校運営協議会で成
果と課題、改善点について協議する。

目指す学校及び子どもの姿
を家庭や地域社会と共有・
連携した教育課程を実施す
る。

HP・各種便りの内容充実と、タイムリーな発
行・更新を行い、保護者の安心を得られるよう
に教育活動の様子を周知する。

正しい生活習慣を身に付け
させ、丈夫な体とたくましい
心を育てるとともに、自助・
共助・公助の力を身に付け
る安全指導・安全教育を充
実する.

心身ともに健康で活力に
満ちた生徒を育成する。

教員の働き方改革の推
進～業務量管理・健康
確保措置実施計画の実
施

毎月定時退勤強化日を設定する。年間スケ
ジュールを示し、確実な実現に向け、普段から
の計画的な業務遂行を意識する。

会議の実施回数削減や設定時間の工夫を進
めることで、業務に集中して取り組める環境を
つくり、教員のライフ・ワークバランスを図る。

成果指標平均 ８０％以上⇒評価A
成果指標平均 ７０％以上⇒評価B

成果指標平均 ５５％以上⇒評価C
成果指標平均 ５５％未満⇒評価D


